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〔原著〕

離婚を経験した養育期のひとり親家族の家族機能と家族支援

平谷優子1)

要

法 橋尚 宏1)

ヒー
目

離婚を経験した養育期のひとり親家族の家族機能のありょうを明らかにし，家族支援に役立てるこ

とを本研究の目的とした.母親10名を対象とし，半構成面接調査と家族機能尺度のFFFS日本語版Iを

用いた質問紙調査を実施した.面接調査から 「母親に集中した多重役割への取り組みJI母親の意思

決定による家族ユニットの舵取りJI家族員からと重要他者からの精神的支えJI社会資源の活用と節

約による経済的基盤の維持JI平和で安寧な家庭生活の実現JI家族の自立を見据えた将来への自助努

力JI伝統的な家族観との直面JI希薄化した地域住民とのつながりJIやむを得ず減少した家族の団繁」

「夫役割の喪失による性生活の途絶と抑止JIヘルスケア基盤の脆弱化による健康問題の惹起jの11カ

テゴリーが明らかになった.質問紙調査と面接調査から，家族支援の優先度が高い項目は「家事や育

児などに対する身内の協力JI身内からの精神的サポートJI身内に関心事や心配事を相談すること」

「友人・知人に関心事や心配事を相談することJI余暇や娯楽の時間JI医療機関にかかったり，健康相

談を受けること」であると判断された.看護職者は，身内・友人などからの周辺支援の拡充，家族の

共有時間の確保，経済的基盤を維持するための社会資源の整備，家族のヘルスケア機能を向上するた

めの健康相談事業の拡充を図り，家族の自立への努力を支援する必要性が示唆された.

キーワード:ひとり親，養育期家族，家族機能， FFFS日本語版1，ミックス法

I .はじめに

近年，わが国ではひとり親家族が急増しており，

その原因は離婚が最多である 1) ひとり親家族では，

子育てと就労という二重役割をひとりの親が担うこ

とが多く，子育て，収入，住居などの生活面でさま

ざまな困難に直面する 2) とくに乳幼児の子育てに

多くの時間を費やす養育期では，ひとり親にかかる

負担が過剰になるので 家族機能を良好に維持する

ことが困難になる 3)

ひとり親家族に関する国内文献の検討3)によると，

先行研究では主として離婚が教育期家族におよぼす

1)神戸大学大学院保健学研究科家族看護学分野(家族支援CNSコース)

心理・社会的な影響が検討されており，教育期になっ

て問題を呈する前に予防的介入を行う必要性が明ら

かになっている.ひとり親家族の家族機能について

は，エコロジカルな視点から家族ユニットを包括的

に捉えて支援する必要性が示唆されている州.家族

エコロジカルモデル6)7)は，家族を取り巻く人的・物

的・社会的環境をシステムとしてとらえ，家族との

交互作用を分析するモデルである.

以上より，本研究では家族エコロジカルモデルの

視点に立ち，養育期のひとり親への半構成面接調査，

家族機能尺度のFFFS日本語版 1(以下， FFFS-J)81 

を用いた質問紙調査を実施した.両者を組み合わせ

て，どのように家族機能を遂行しているのかという

家族機能のありょうを明らかにし，家族支援に役立

てることを本研究の目的とした.
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11 .研究方法

1.用語の操作的定義

「家族」とは，家族であると相互に認知し合って

いる個人の小集団9)であり， I養育期家族」とは，未

就学の第一子がいる家族とする. Iひとり親家族J

とは，配偶者(婚姻関係の有無を問わない)がいな

い親と 18歳以下の子どもからなる家族とする. I家

族機能」とは，家族員の役割行動の履行により生じ，

家族が家族員および社会に対して果たしている働

き9)である. FFFS-]が定量する家族機能は，パート

ナーや子どもなどとの相互作用である「家族と家族

員との関係J，友人・知人や身内などとの交互作用

である「家族とサブシステムとの関係J，学校や職

場などとの交互作用である「家族と社会との関係」

の3分野から構成される9)

2.研究デザイン

本研究は，養育期のひとり親家族の家族機能のあ

りょうをその親の認識をもとに解明する質的記述的

研究に， FFFS-]による質問紙調査の結果から家族支

援の優先度が高い項目を明らかにする補助研究であ

る量的研究を追加したミックス法10)による研究であ

り，質的研究に重点を置いている.すなわち，家族

エコロジカルモデル6)7)にもとづいた半構成面接と質

問紙調査により，質的・量的の両方のデータを並行

的に収集・分析し，半構成面接から得られたデータ

の解釈時に質問紙の分析結果により補強し，データ

のミキシングを千子った.

3.研究参加者

本研究への協力・同意が得られたA県内の 2箇所

の市役所から，母子生活支援施設7箇所を紹介して

もらった.また，同じ 2箇所の市内の保育所一覧か

らランダムに保育所38箇所を選択した.なお， A県

のひとり親家族が全世帯に占める割合は，現在・将

来推計ともに全国平均と近似している 11) 合計45箇

所の施設の運営者・管理者に説明文書を送付し，研

究の趣旨，内容，意義を説明して本研究への協力を

依頼し，対象施設内で検討してもらった.

その後，本研究への協力・同意が得られた母子生

活支援施設 2箇所と保育所13箇所を利用している家

族に書面で研究の目的と方法を説明して，養育期の

ひとり親家族の父親あるいは母親の参加を募った.

参加への同意を得ることができた参加者に対して，

匿名性や安全性の保持，回答を拒否したり同意を撤

回できる権利の保障，研究参加による不利益の回避

について口頭および書面で説明し，書面による同意

を得た.調査の実施に際しては，参加者の都合に合

わせて日時を設定し，プライパシーを保護できる場

所を確保した.研究は2007年2月から開始した.

4.面接調査の実施方法と分析方法

家族エコロジカルモデル6)7)にもとづいたインタビュー

ガイドを作成し， 1時間程度の半構成面接を実施し

た.参加者には，家族機能の遂行に焦点をあて，家

族が家族内と社会に果たす役割に注目しながら，家

族と家族員との関係，家族とサブシステム(友人・

知人，身内，近所の人など)との関係，家族と社会

(教育・保育機関，職場など)との関係について語っ

てもらった.例えば， Iご家族のどなたかが病気な

どの理由により，普段行っている役割がとれなくなっ

たときはどうされましたか ?Jという質問をした.

その内容は参加者の承諾を得て録音し，逐語録を

作成してデータとした.内容を逐語録にする際，氏

名や施設名などの固有名調は通し番号(I.D.)や

匠名記号に置き換えた.データを繰り返し読み，文

意を認識し理解した上で参加者により語られた家族

機能に関する箇所に注目し，その内容を表すラベル

を附してコード化した.内容の類似性と差異性に着

目してコードを分類し，共通した内容をサブカテゴ

リーおよびカテゴリーとして抽象度を高めた.

分析内容を継続比較しながら面接調査を進めてい

き， 8名の分析を終えた段階で，それまでのカテゴ

リー以外が抽出される新たなデータが見つからなく

なった.分析の真実性ωを高めるために，連絡可能

な6名に分析結果を送付して点検してもらい，問題

がないことを確認した.追加で 2名に対して面接調

査を行い，新たなカテゴリーが抽出されないことを
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1 .面接調査から抽出されたカテゴリーとサブカテ

ゴリ一

確かめ， 2008年6月に研究を終了した.面接調査の

所要時間は 1家族につき 60.0士14.7分(範囲は30

分から75分)であった.すべての分析は 2名の家族

看護学研究者で行い， 6名の家族看護学研究者で内

容を討議・検討した.

5. FFFS-Jによる家族機能の評価方法

FFFS-]州は，リッカート・スケールの25項目で構

成される自記式質問紙で，家族エコロジカルモデ

ル6)7)にもとづいて家族機能を客観的に評価できる.

家族機能のありようとして 11カテゴリー， 25 

サブカテゴリーが抽出された.11カテゴリーは，家

族エコロジカルモデルに準拠しており， I家族と家

族員との関係JI家族とサブシステムとの関係JI家

族と社会との関係jの3分野に分類できた(表 2) . 

FFFS-]による質問紙調査は面接調査時に無記名で実

施し，通し番号(I. D.)により管理した.回答は

SPSS 15.0 (エス・ピー・エス・エス株式会社)を

用いて集計した.項目別に家族機能充足度得点(d 

得点)と家族機能重要度得点(c得点)を算出した.

d得点は，現実の家族機能得点(a得点)と理想の

家族機能得点 (b得点)の差の絶対値である. d得

点(得点範囲は O点から 6点)は高いほど家族機能

の充足度が低いこと c得点(得点範囲は 1点から

7点)は高いほど重要度が高いことを示す.家族機

能の充足度が低くかっ重要度が高い項目は，家族支

援の優先度が高いと判断できる州.

川.結果

参加者10名の基本属性を表 lに示した.全員が母

親であり， 10名中 8名が妊娠先行型結婚の後に離婚

していた.

[ ]内にカテゴリー， < >内にサブカテゴリー，

I J内に対象者の言葉を示す.

1) [母親に集中した多重役割への取り組み]

「仕事もそうだし，子どももそうだし，ダブルで

すね.常に寄ってくるから.抱っこ，抱っこって.

ご飯もまともに作れない状況で，足に絡み付いてき

たりとか.JIやっぱり仕事もしてるんで，朝，パタ

バタして，夜も家事とかいろいろして一日が終わるっ

て感じなんで.Jのように，母親は仕事と育児・家

事役割を両立させ，夫の役割も遂行しなければなら

ず，<夫役割兼任による母親役割の多重化>が認め

られた.現実にはすべての役割をひとりで遂行する

ことは困難で、あり，身内から支援が得られる場合は

<身内の家族役割代行による家族ニーズの充足>を

し，身内からの協力は「なくてはね，本当に活動で

きない.Jと認識していた.子育てには保育所の利

用，必要に応じて保育サボーターなどの杜会資源の

活用が不可欠で，<育児機能遂行のための周辺支援

の取り入れ>をしていた.しかし，夜間や休日，子

どもが病気のときに，廉価で気軽に，安心して子ど

表 1.研究参加者の基本属性

1 . 37 2 妊娠先行型結婚 2年前 拡大家族 賃貸住宅

2. 33 4 妊娠先行型結婚 2年前 拡大家族 賃貸住宅

3. 27 5 妊娠先行型結婚 4年前 拡大家族 持ち家

4. 32 3 妊娠先行型結婚 5ヶ月前 核家族 母子生活支援施設

5. 35 6 妊娠先行型結婚 3ヶ月前 核家族 母子生活支援施設

6. 28 4 妊娠先行型結婚 l年 1ヶ月前 核家族 母子生活支援施設

7. 34 5 妊娠先行型結婚 4年 3ヶ月前 核家族 賃貸住宅

8. 32 5 結婚後妊娠 8ヶ月前 核家族 母子生活支援施設

9. 31 5 妊娠先行型結婚 5年前 核家族 賃貸住宅

10. 31 4 結婚後妊娠 l年前 核家族 賃貸住宅

N=10 
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表 2.養育期のひとり親家族の家族機能のありょう

母親に集中した多重役割への取り組み(I)
夫役割兼任による母親役割の多重化，身内の家族役割代行による家族ニーズの充足，
育児機能遂行のための周辺支援の取り入れ

母親の意思決定による家族ユニットの舵取り(I)

家族員からと重要他者からの精神的支え(1. 11) 

母親のペースによる拡大した家族役割の展開，母親中心の家族の構造化と意思決定

健全な親子関係の再統合，身内・友人への悩み事の相談と解決，重要他者としての身
内・友人との鮮の再確認

社会資源の活用と節約による経済的基盤の維持(I1I) 住居費の節約による家計支出の軽減，社会資源を活用した生活費の補完

平和で安寧な家庭生活の実現(1) 家族員が安全で安心できる家庭環境の形成，安寧に暮らせる家庭生活の実現

家族の自立を見据えた将来への自助努力(I)
自立心の増長と自立を見据えた家庭設計，家族を扶養するための職業の選択と自助努
力，将来の不安と期待が錯綜する中での奮闘

伝統的な家族観との直面(I1I)
父親不在による子どもへの潜在的な罪責感の保有，社会的ステイグマとの道遇と試練
の受け止め

希薄化した地域住民とのつながり (11)
多忙な日課により減少した近隣住民との交流，表面的な関係に留めた隣近所との付き
合い

やむを得ず減少した家族の園祭(1) 余裕がない子連れでのレジャー活動，短縮せざるを得ない家族との共有時間

夫役割の喪失による性生活の途絶と抑止(1) パートナー不在による性生活の途絶，異性との交際や性行動のコントロール

ヘルスケア基盤の脆弱化による健康問題の惹起(I)
経済的理由による医療機関の受診抑制，疲労の蓄積と病識不足に関連した健康問題の
惹起

N=10. I 家族と家族員との関係. 11:家族とサブシステムとの関係. I1I:家族と社会との関係

もを預けられる社会資源が少ない現状にあった.

2) [母親の意思決定による家族ユニットの舵取り】

「ひとりだから自分のベースでできるでしょう?

そういうところがすごい楽.J Iやっぱり自分でこう

ね，手抜きっていうか，ある程度こう，これでいい

かっていう，ちょっと手抜きできるところはできる.J 

のように，拡大した役割をときには手抜きをして，

<母親のベースによる拡大した家族役割の展開>を

行っていた.また， I離婚してからのほうがあの，

自分とか家族に対する決定が早くなりましたね.J 

「主人中心の生活をさせられていたのが，子ども中

心にできるようになった.Jのように，家庭内の勢

力構造が変化し，<母親中心の家族の構造化と意思

決定>が行われていた.

3 ) 【家族員からと重要他者からの精神的支え1

「子どものことをイライラすることもあるんです

けど，何か，ちょっと一息ついてっていうか，怒る

こともあるんですけど，すごい前以上に可愛いなっ

て思えるようになった.J I私も精神的に楽やし.だ

から(子どもも)楽やろうなって.Jのように，離

婚により精神的ストレスが軽減して，子どもへの接

し方や気持ちに変化が生じ，<健全な親子関係の再

統合>が行われていた.また， I (両親に)何か問

題があったりしたら，自分はこう対応したいんだけ

どどう思うって感じで(聞くと)，こう言ったほう

がいいんじゃないみたいな形で，相談っていうか話

し合いっていうか.それでまあ，子どもに対して挨

ていこうって感じで結構相談には(乗ってくれる).J 

のように，問題や子どもに関する心配事が生じたと

きには，<身内・友人への悩み事の相談と解決>を

行っていた.相談に乗ってくれたり，自分を理解し

てくれる身内・友人について「自分のことを分かつ

てくれる人がおるっていうのは，うん，重要かな.J 

と語っており，<重要他者としての身内・友人との

鮮の再確認>をしていた.

4) [社会資源の活用と節約による経済的基盤の維持]

「離婚して， (しばらく賃貸物件を借りていたが)

家の家賃も払えなくて，何ヶ月か溜まって，出て行っ

てくれって言われて・・・.で，どうしようと思っ

て友達に相談して，でちょっとだけおいて欲しいっ

て，家に.で，その聞にちょっと施設探すからって

言って.去年の 9月には家出て，そこから友達のと

こ一週間くらい世話になって，ほんで区役所に相談

しに行ったんです.Jのように，住居費がかからな
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い実家に戻ったり，無料もしくは廉価で利用できる

母子生活支援施設に入所したりして，<住居費の節

約による家計支出の軽減>を行っていた. また，

I(児童扶養手当などの諸手当や医療費助成制度が)

役に立ってますよ.それがあるからこそ，私も病院

に行けたし，生活費も少し賄えてますし.Jのよう

に，児童手当や児童扶養手当などの<社会資源を活

用した生活費の補完>をして，家族生活を支えるた

めの経済的基盤を維持していた.

5) [平和で安寧な家庭生活の実現]

「結婚してるときはやっぱり不安が大きかったん

で.で，経済的なことで不安になるようなことが一

杯あったんで.JI(今は)暴力はないし，ピクピク

しなくて済む.私，ずっと怖がってたから.Jのよ

うに，離婚により夫を排斥したことで<家族員が安

全で安心できる家庭環境の形成>を実現していた.

同時に， I (子ども自身も) 2歳ゃったんですけど，

急に大きな音とか，声かけたりとかしたら，もうピ

クッとするような感じにもなってたんですけど.で，

私自身も夜何回も目が覚めたりとかいうこともあっ

たんですけど・・・今はぐっすり寝れます.JI怒鳴

り声だったり，精神的ストレスはあったみたいで，

チックが出たりとかはあったんですけど，今はもう

まったく (ない). Jのように，緊迫した家庭内状況

から解放され，精神的・身体的な安定がもたらされ，

<安寧に暮らせる家庭生活の実現>が達成されてい

た.

6 ) 【家族の自立を見据えた将来への自助努力]

「もしも(両親が)亡くなったときに，こんな頼

りっぱなしゃったら急に亡くなって生活できんかっ

たら困るから，まあちょっと自立して，できること

だけでもしようっていうのもあって.JI晩とかが，

門限があるんですね.だから外泊，友達のとこ泊ま

りにおいでとかあっても，いちいち許可もらわない

と駄目なんでJ のように，拡大家族や施設に頼っ

た生活に感謝しつつ，自立したいという気持ちとの

葛藤があった.施設の規則が厳しいことに不自由を

感じ，今後予想される両親の病気や死などに備えて，

<自立心の増長と自立を見据えた家庭設計>を行っ

ていた.変化したライフスタイルに適した仕事を探

したり，資格を取得するなど <家族を扶養するた

めの職業の選択と自助努力>をしていた. また，

「やっぱりひとりになると ひとりでいるといろん

な不安があるんですけど，例えば私が病気になった

とき.J I (離婚しないほうが良かったということは)

ないですよ.これからの希望に向けて!Jのように，

ひとり親でいることやひとりで家族を支えることに

対する気持ちを語っており <将来の不安と期待が

錯綜する中での奮闘>をしている姿勢が明らかになっ

た.

7) 【伝統的な家族観との直面]

「私，自分も母子家庭で育って，同じ思いをさせ

たくないっていうのはあったけど，同じ思いをさせ

てしまった.JI保育園の行事があったりだとか，そ

ういうときにやっぱり(父親が)いないっていうの

が，可哀想だなって.何かその，運動会だったりと

か，お父さんリレーとかそういうときに淋しそうな

顔してたりとかするんでJ のように，父親不在に

対する子どもの反応が気がかりで，<父親不在によ

る子どもへの潜在的な罪責感の保有>が認められた.

また， I今，結構，ひとり親も増えてきてるからそ

んなにこう，世間的に何か言われたりとかも少ない

けど，やっぱり，自分が実際なってみたら，まだま

だその世間の目とか，親戚からの言葉とかで傷つい

たりとかもあった.Jのように，離婚率が上昇し，

家族形態が多様化している今日でも，<社会的ステイ

グマとの遭遇と試練の受け止め>を経験していた.

8) [希薄化した地域住民とのつながり]

「やっぱり仕事，朝出かけて夜帰るじゃないです

か.帰ったら帰ったで，子どもたちの支度とか用意

とか.だからもう別に付き合いはないですね.Jの

ように，仕事と育児・家事をこなさなければならず，

<多忙な日課により減少した近隣住民との交流>が

認められた.また， I (母子生活支援施設の入居者同

土が支え合うことは)ないですね.自分の過去をね，

だから過ちを犯したことを掘り起こすっていうんで
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すかね.嫌な思い出を呼び起こして喋るっていうの

が嫌.Jのように，家庭内の事情を話すことに抵抗

があり，<表面的な関係に留めた隣近所との付き合

い>をしていた.

9) [やむを得ず減少した家族の団第】

「子どもたち， (旅行に)連れて行けないから，

自分ゃったら. (母子生活支援施設で開催されるパ

ス旅行などの行事に対して子どもは)喜んで、ますね.J 

「子どもをね，私ひとりやったら金銭的にも(連れ

て行くのが)無理だろうし.Jのように，子どもが

多かったり，月齢が低い場合には，余暇活動を制限

したり，レジャーを楽しむ経済的なゆとりがないと

語っており，<余裕がない子連れでのレジャー活

動>となっていた.また， Iやっぱり休みも，その，

保育園のお休みに合ってるわけじゃないし.J I自分

が経済的に楽ゃったり，専業主婦やったとしても，

と守っかパートに出るなりしてると思うから.ただ，

ここまで朝 7時から(夜) 7時っていうほど預ける

ことはないんやろうなーと思うんやけどね.Jのよ

うに，仕事の都合により子どもを保育所に長時間預

けなければならず，家族で過ごす時聞が減少したり，

保育所の休みに合わせて仕事を休むことが困難で，

<短縮せざるを得ない家族との共有時間>を過ごし

ていた.

10) [夫役割の喪失による性生活の途絶と抑止】

「今は(パートナーが)いないから(性生活が)

ない.J Iあったらあったでいいけど，なかったらな

かったで全然いい.Jのように，<パートナー不在

による性生活の途絶>が認められた. I自分が一回

失敗してるから，二度の失敗はしたくないんですよ.

子どもの見本にもなりますし.Jのように，失敗を

繰り返したくないという思いをもち，子どもを含め

た恋愛関係の構築が難しく，異性との交際が子ども

におよぼす影響を考慮して，<異性との交際や性行

動のコントロール>をしていた.

11) [ヘルスケア基盤の脆弱化による健康問題の惹起]

I(体調が悪くても仕事に)行きます.這ってで

も.一日いくらとか計算しながら.J I頭痛とか肱量

とかしても(病院に)行くことないから.行ったほ

うがいいんかなって思うことはあるんですけど，やっ

ぱり微妙に，微々たるものなんですけど，やっぱり

お金がかかってくると止めておこうかなみたいな.J 

のように，常勤以外の勤務形態で働いている場合は

有給が取得できず，働けない時間の給料が減ること，

病院までの交通費と受診にお金がかかること，仕事

を休みにくい職場環境にあることなどの理由から，

<経済的理由による医療機関の受診抑制>をしてい

る家族があった.また， Iなんか最近，風邪よく引

くんですよ，疲れとんかな.J I一時，血尿みたいな

んも出てたし，いろいろあったりはするんですけど

ね.普通かなーみたいな.Jのように，<疲労の蓄

積と病識不足に関連した健康問題の惹起>が認めら

れた.

2. FFFS-Jの家族機能充足度得点と家族機能重要度

得点

d得点と c得点の上位10項目を表3に示した. d 

得点と c得点がともに上位10項目にあがっていたの

は， I家事や育児などに対する身内の協力JI身内か

らの精神的サポートJI身内に関心事や心配事を相

談することJI友人・知人に関心事や心配事を相談

することJI余暇や娯楽の時間JI医療機関にかかっ

たり，健康相談を受けること」の 6項目であった.

IV.考察

1 .ひとり親家族の家族機能のありようと課題

離婚を経験した養育期のひとり親家族の母親は，

離婚前と比較しながら家族機能の現状を語っていた.

妊娠先行型結婚をしていた母親が多かったが，この

ような家族では新婚期と養育期の家族の発達課題を

同時に達成しなければならないので危機的移行を経

験し，良好な家族機能の維持が困難になる 13) 妊娠

先行型結婚の増加は，離婚によるひとり親家族の増

加につながっていると考えられる.

ひとり親家族の母親は，必然的に夫が遂行してい

た役割を担い，過重な負担を強いられている現状が
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表 3. ひとり親家族の家族機能充足度得点と家族機能重要度得点(上位10項目)

家事や育児などに対する身内の協力 2.6士2.1 

2 家事や育児などに対する配偶者の協力 2.4士2.2

3 日課(家事を含む)が邪魔されること 2.2士2.4

4 配偶者からの精神的サポート 2. 1土1.7

5 配偶者に関心事や心配事を相談すること 2.0土1.6

6 余暇や娯楽の時間 1.9:t1.2 

6 医療機関にかかったり，健康相談を受けること 1.9士1.2

8 結婚生活に対する満足感 1.6士1.8

8 友人・知人に関心事や心配事を相談すること 1.6:t1.6 

10 身内に関心事や心配事を相談すること 1.5土2.0

10 配偶者と過ごす時間 1.5士1.4

10 身内からの精神的サポート 1.5士1.4

Nニ 10，平均士標準偏差

明らかになり，身内・友人は重要他者としての存在

意義が認められたので ひとり親にとってこの人的

支援が不可欠であると考えられる.また，ひとり親

家族になって健全な親子の結びつきが可能になった

反面，近隣住民とは希薄な関係にあるので，周辺支

援の充実を図る必要があろう.ひとり親は育児にお

いて孤立感や閉塞感を抱えている可能性があり lヘ
幼児の社会生活能力はふたり親家族よりもひとり親

家族のほうが低い川ことが明らかにされているので，

とくに養育機能への支援が課題となろう.

離婚を経験した母親は，夫を排斥したことで安心

して暮らせる家庭を実現させており，保護機能が向

上したと考えられる.しかし，母親の疲労が蓄積し

ており，経済的理由で医療機関への受診を抑制する

こともあり，健康問題の惹起がみられた.ひとり親

家族の母親の悩みとして健康があげられ九健康感

と治癒率が低いこと 16) 自己の健康管理がおろそか

になっていること 17)が指摘されており，家族のヘル

スケア機能の向上が課題となろう.また，仕事の都

合や経済的理由，月齢の低い子どもや複数の子ども

をひとりで連れて外出することの困難などから，家

族の共有時間や家族団壊の時間が減少しており，娯

楽・休息機能の低下が危倶される.母親が時間的な

余裕を見出せるように支援し18) 余暇活動を拡大す

る必要がある.

2 

2 

4 

5 

6 

6 

6 

6 

10 

子どもと過ごす時間 5.9士1.0

家事や育児などに対する身内の協力 5.6士1.8

身内からの精神的サポート 5.6士1.5

身内に関心事ゃ心配事を相談すること 5.4士2.0

友人・知人に関心事や心配事を相談すること 5.3士1.5

子どもに関する心配事 5.2:t1.9 

余暇や娯楽の時間 5.2土1.6

医療機関にかかったり，健康相談を受けること 5.2土1.5

家事をする時間 5.2:t1.3 

仕事(家事を含む)を休むこと 5. 1士2.1 

全国母子世帯等調査1)によると， とくに母子世帯

の平均年間収入は212万円と低額であり，因ってい

ることの第 l位に家計があがっている.さらに，母

親の雇用形態は臨時・パートが49.0%である 1)こと

から，収入が不安定であるといえる.そこで，母親

は社会資源を活用したり，住居費を節約することで

経済機能を維持していた. しかし， 2却00ω8年から児童

扶養手当が減額支給l

経i済斉的基盤の維持が課題となろう.住宅事情につい

ては，低所得者向けの賃貸住宅が不足し，単身子持

ち世帯に対する入居差別が存在するので，住宅の取

得が困難な立場にある 20) そのため，母親は母子生

活支援施設に入所したり，実家に戻らざるを得ない

と考えられる.母子生活支援施設は，母子の保護に

加え自立支援の機能も担っており，他国に類をみな

い母子一体型の生活施設である 21)が， 4，092世帯22)が

利用できるに過ぎない.ひとり親家族の自立支援の

ためにも，住宅事情の改善が必須であろう.

ひとり親家族では，家族の固有機能23)である性的

機能が欠落する.離婚を経験し，未成年者をもっ母

親への面接調査24)では，再婚に対して決して消極的

ではなく，再婚や恋愛関係で、パートナーを見つけた

い気持ちをもつことが報告されている.また，本研

究の参加者と同年代のひとり親の母親では，離婚後

5年以内に30.1%が再婚している 25) 本研究の母親
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が異性との交際をコントロールしていたのは，離婚

後間もない母親が多く，結婚に対してネガテイブな

感情が残存していたからかも知れない.

母親は，両親育児規範担)から子どもに対して罪責

感を覚え，社会の中でも伝統的な家族観と直面して

いた.一方で，離婚をして危機的状況から脱出し，

母親の意思決定によって平和で安寧な家庭生活を実

現し，仕事に活かせる資格を取得するなど自立への

努力24)をしていた.家族の将来に対する不安と期待

を抱きながら自立に向けて歩み始めており，これは

家族機能を維持するための強みになると考えられる.

2.ひとり親家族への家族支援の示唆

FFFS-]の結果から，家族支援の優先度が高い項目

は， I家事や育児などに対する身内の協力JI身内か

らの精神的サポートJI身内に関心事や心配事を相

談することJI友人・知人に関心事や心配事を相談

することJI余暇や娯楽の時間JI医療機関にかかっ

たり，健康相談を受けること」の 6項目であった.

これらの d得点は，入院病児をもっ家族26)では， }I頂

に0.9，0.8， 0.7， 0.8， 1.6， 1.6であり，いずれも

本研究のひとり親家族のほうが家族機能は低い.ま

た，これらの内容は面接調査の分析結果に含まれて

いるものであり，この 6項目の家族機能の向上が不

可欠であると判断できる.

「家事や育児などに対する身内の協力JI身内か

らの精神的サポートJI身内に関心事や心配事を相

談することJI友人・知人に関心事や心配事を相談

すること」の 4項目は，家族の重要他者である身内・

友人に関係している.ひとり親家族では，家族内で

問題に対処することには限界があり，身内・友人か

らの手段的サポートと情緒的サポートが家族機能の

良好な維持に不可欠であるが，これらが不十分であ

ることが明らかになった.家族には独自のピリーフ

(思い込み，信じ込み)があり，家族の生活は家族

以外の者には明かしにくいような事情や経緯を含み，

極めて私的な空間に関るものである 9) したがって，

ひとり親家族が抱える苦悩のすべてを家族以外の者

に表出することが難しいのかも知れない.また，本

研究の家族の約半数が母子生活支援施設に入所して

おり，身内から支援を十分に得られる状況にないと

考えられる.抽出された11カテゴリーのうち 8カテ

ゴリーが，家族エコロジカルモデルにおける 3分野

のうち「家族と家族員との関係」に分類されるもの

で， I家族とサブシステムとの関係」と「家族と社

会との関係jに分類されるものが少ないという偏り

がみられた.これは家族機能のありょうを質的に分

析したその他の家族(妊娠先行型結婚をした養育期

家族計)，離島で生活する子育て期家族2へロサンゼ

ルス在住の子育て期にある日本人家族紛，子育て期

にある香港人家族30)) には認められない傾向である.

すなわち，ひとり親家族の特徴として，家族外から

の支援が必要であるにもかかわらず，家族システム

以外のシステム間との交互作用が乏しいことも考え

られる.したがって，看護職者は，家族内部のみな

らず家族外部の資源を視野に入れ，エコロジカルな

視点から家族をアセスメントし，身内・友人からの

周辺支援をより一層拡充する必要があろう.

また， I余暇や娯楽の時間Jが欠乏したり， I医療

機関にかかったり，健康相談を受けることJができ

ないことは，母親の多重役割による多忙とそれによ

る疲労，経済的な問題がその背景にあった.家族の

共有時間を確保するために，家事家電の充実24)や中

食の利用によって家事負担を軽減する工夫，育児や

家事を代行する公的支援の充実ぺ有給休暇の取得

促進や充分な所得保障をともなう育児・看護・介護

休暇の改善と拡充18)，子育て広場などの開所31)など

が考えられる.また，経済機能は家族のヘルスケア

機能に影響する32)ので，看護職者は経済的視点をもっ

て業務に携わり，家族が生活している地域と連携し

て，利用しやすい社会資源の整備と導入，その情報

の提供と周知，住宅問題の解決を行うことで，生活

の維持・向上に資する必要があろう.

ひとり親家族は，相談のニーズが高いこと30，と

くに離婚を経験したひとり親家族では，家族の問題

が原因で家族員に健康問題が生じたり，さらに社会

的に孤立しやすい家族が多い3)といわれている.そ
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のため，家族のヘルスケア機能の向上を導くために

は，家族をシステムとして捉える視点をもち，健康

相談や育児相談を電話やインターネットを介して気

軽に利用できる環境を構築したり，家庭訪問を充実

させることが支援策として考えられる.さらに，ピ

アサポートの形成，地域社会における異世代ネット

ワークの形成331による支援も有効であると考えられ，

家族の自立への努力を支援する必要がある.

3.本研究の限界と今後の課題

わが国の母子世帯数は1，225，400世帯，父子世帯

数は173，800世帯であり 1) 母子世帯のほうが多いこ

ともあり，本研究では母親のみが参加者となった.

約 1年半の期間を費やして参加者を募ったが，参加

者は10名と少なく，そのうち 4名は母子生活支援施

設を利用していた.とくに質問紙調査の結果は，参

加者数が少ないために家族機能得点の分散が大きく，

本研究の結果をひとり親家族の家族機能として直ち

に一般化することは難しい.ひとり親家族の協力を

得ることは極めて難しい現状にあったが，今後は調

査を継続すると同時に，父子家庭の父親，ひとり親

家族の子どもの協力を得ることで参加者を拡大する

必要があろう.

v.結論

離婚を経験した養育期のひとり親家族の家族機能

のありょうを分析した結果， 11カテゴリーが抽出さ

れた.母親は多重な役割を補うべく，身内や友人・

知人からの支援を重要視しており，この人的資源が

家族機能の良好な維持に不可欠であった.ひとり親

家族になって親子の情緒的な結びつきが可能になっ

た反面，近隣住民とは希薄な関係にあった.離婚に

より夫を排斥し，夫婦問のトラブルが終息した一方

で，母親の疲労の蓄積や受診抑制による健康問題の

惹起，家族団撲の時間の減少，経済的問題，性生活

の欠如，伝統的な家族観との直面という新たな試練

と向き合っていた.しかし ひとり親家族は離婚に

より危機的な状況から脱出し，母親の意思決定によ

り平和で安寧な家庭生活を実現し，家族の将来に対

する不安と期待を抱きながら自立に向けて歩み始め

ていた.ひとり親家族に対する理解を深め，家族の

周辺支援の拡充，社会資源の整備，健康相談事業の

拡充により，家族の自立を支援することが望まれる.
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Family Functioning of and Family Support to One-parent Households Headed by 

Divorcees with Preschoolers 

Yuko Hiratani1) Naohiro Hohashil) 

l)Division of Fami1y Hea1th Care Nursing， Kobe University Graduate Schoo1 of Hea1th Sciences 

(CNS in Fami1y Hea1th Nursing Program) 

Key words:One-parent fami1y， Chi1d-rearing fami1y， Fami1y functioning， ]apanese Version 1 of FFFS， 

Mixed methods approaches 

The aim of this study was to c1arify the fami1y functioning of one-parent fami1ies headed by divorcees 

with preschoo1ers， and determining what is usefu1 for fami1y support. Ten mothers participated in semi-

structured interviews and comp1eted a written questionnaire uti1izing ]apanese Version 1 of the FFFS， which 

is a sca1e for fami1y functioning. From the interviews， 11 categories were determined:“coping with mu1tip1e 

ro1es focused on the mother" ，“steering of the fami1y unit by the mother's decision-making" ，“emotiona1 

support between fami 1y members and from significant others" ，“maintaining the economic base through the 

use of socia1 resources and conservation" ，“rea1izing a tranqui1 and peacefu1 fami1y 1ife" ，“efforts 

toward being se1f-sustained in the future" “encounters with traditiona1 fami1y va1ues" ， "superficia1 

re1ationships with community residents" ，“unavoidab1e dec1 ine in harmony of fami 1y 1 i fe" ，“suspenslon 

and contro1 of sex 1 ife fo11owing 10ss of father' s ro1e" ， and“causing hea1th prob1ems due to weakened 

foundation of hea1th care." From the questionnaire survey and interviews， the items with high priority for 

fami 1y support were determined to be:“he1p from re1ativ印刷thhouseho1d chores and chi 1d care" ，“emotiona1 

support from re1atives" ，“discussing concerns and probLems with re1atives" ，“discussing concerns and 

prob1ems wi th friends/acquaintances" ，“time in 1eisure and recreationa1 activities" ，加d“receiving

medica1 treatment or hea1th consu1tations." It is suggested that the nursing professions are needed to 

provide fami1y support by expanding periphera1 support from re1atives and friends， ensuring the time shared 

with fami1y， providing of socia1 resources for maintaining an economic base， expanding hea1th consu1tation 

services to improve the hea1th care functions of the fami1y， and assisting efforts to rea1ize se1f-sustenance. 




